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４）ニーズ調査結果 

①調査概要一覧 

表 2-6 調査概要一覧 

 

 
実施調査名 

 
市民アンケート 乗降調査 バス利用者アンケート 移動制約者アンケート 高校生アンケート 主要集客施設ヒアリング

地域懇談会 
（「バス」と「まち」を考

えるおしゃべり喫茶）

調査実施日 
平成 27 年 

8 月 13 日～8月 24 日 

平成 27 年 

7 月 10 日～7月 16 日 

平成 27 年 

7 月 10 日～7月 16 日 

平成 27 年 

8 月 26 日～9月 14 日 

平成 27 年 

7 月 

平成 27 年 

7 月 12 日、7月 14 日 

平成 27 年 

12 月 3 日、12月 10 日 

調査対象 
美濃加茂市に居住する 15 歳

以上の市民（3,000 世帯） 

市内を運行するバス路線 

（東濃鉄道バス八百津線、あ

い愛バス全線、あい愛予約バ

ス）の全利用者 

市内を運行するバス路線（東

濃鉄道バス八百津線、あい愛

バス全線、あい愛予約バス）

の利用者 

要支援登録台帳に登録して

いる 15 歳以上の市民（1,175

人） 

美濃加茂市内に立地する高

校（加茂高校、加茂農林高校、

美濃加茂高校）に通学する学

生 

市内 6施設（美濃太田駅、木

沢記念病院、アピタ美濃加茂

店、日本昭和村、美濃加茂市

役所、総合福祉会館）の利用

者 

美濃加茂市民 

調査方法 

配布・回収ともに郵送方式 

（1 世帯当たり、調査票を 2

部配布） 

①バス車内でのヒアリング

（東濃鉄道バス八百津線、

あい愛バス全線） 

②バス車内にカード設置及

び車内回収（あい愛予約バ

ス） 

バス車内での手渡し配布・郵

送回収 
配布・回収ともに郵送方式 学校での配布回収 調査員によるヒアリング 懇談会形式 

配布票数 

回収票数 

(回収率) 

【配布】6,000 票 

【回収】1,607 票（26.8％）

【回収】 

東濃鉄道バス八百津線：107 票 

あい愛バス：316 票 

あい愛予約バス：32 票 

【配布】 

東濃鉄道バス八百津線：59 票 

あい愛バス及びあい愛予約バス： 

109 票 

合計：168 票 

【回収】 

東濃鉄道バス八百津線： 

15 票（25.4％） 

あい愛バス及びあい愛予約バス： 

55 票（50.5％） 

合計：73票（43.4％） 

（路線不明票を含む） 

【配布】1,175 票 

【回収】640 票（54.5％） 

【回収】 

加茂高校：113 票 

加茂農林高校：117 票 

美濃加茂高校：206 票 

合計：436 票 

【回収】 

美濃太田駅：206 票 

木沢記念病院：154 票 

アピタ美濃加茂店：169 票 

日本昭和村：141 票 

美濃加茂市役所：114 票 

総合福祉会館：69票 

合計：853 票 

【参加者数】 

12 月 3 日：36人 

12 月 10 日：29人 

主な 

調査内容 

普段の外出実態、送迎実態、

公共交通利用状況及び満足

度、地域懇談会参加意向、公

共交通将来像、公共交通の方

向性、費用負担のあり方、個

人属性等 

利用目的、利用頻度、最終目

的地、乗り継ぎ利用実態、往

復利用実態、乗降バス停、個

人属性等 

バス利用実態、利用者満足

度、利用意向、バスで行きた

い施設、地域懇談会参加意向

等 

普段の外出実態、バス利用実

態、バス利用時の障害、バス

利用意向、希望する公共交通

サービス、日常生活での活動

状況、個人属性等 

バス認知度、通学実態、休日

の外出実態、バスを便利にす

るアイデア、地域懇談会参加

意向、個人属性等 

滞在時間、交通手段、利用頻

度、立ち寄り施設、バス認知

度、バス利用転換条件、バス

利用意向、個人属性等 

現状の公共交通（バス）の問

題点、将来のまちの姿 
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②市民アンケートの結果 

（１）バスに関して知っていること【問１⑥】 

※複数回答 

■いずれの地区も「あい愛バス・あい愛バス予約バスが走っていること」が約 88％と最も高い割合

を占める。 

▼バスに関して知っていること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

88.3 

56.4 

32.0 

24.1 

12.6 

9.5 

9.1 

7.9 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あい愛バス・あい愛予約バスが走っていること

自宅近くのバス停の位置

市内に東濃鉄道の路線バスが走っていること

自宅近くのバス停の名前

自宅近くを走るバスで行ける施設

自宅近くを走るバスの運賃

自宅近くを走るバスの経路

自宅近くを走るバスのダイヤ

無回答

市計(n=1607)

※複数回答
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（２）自動車運転を止めた又は止めようと思う年齢【問１⑩】 

■「80 歳頃」が約 26％と最も高い。「運転は止めない」は約 13％存在する。 

■65歳以上では、「90 歳頃」が約 6％存在する。 

▼自動車の運転を止めた又は止めようと思う年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）自動車運転を止めた後に利用している又は利用したい主な移動手段【問１⑪】 

※問１⑩で 1～6 と回答した方のみ 

■「バス」が約 42％と最も高い割合を占める。 

■三和地区では、他地区と比較して「バス」が約 84％と高い。 

▼自動車運転を止めた後に利用している又は利用したい主な移動手段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

18.5 

16.1 

7.5 

9.7 

26.2 

3.3 

2.4 

10.3 

15.7 

18.5 

28.1 

46.3 

51.9 

37.2 

59.0 

83.5 

36.8 

34.6 

25.4 

26.6 

21.8 

14.9 

17.2 

15.6 

7.1 

19.4 

21.5 

24.6 

14.6 

5.4 

7.8 

8.3 

6.6 

18.1 

13.9 

9.2 

8.0 

5.4 

7.1 

3.4 

4.1 

7.1 

6.9 

3.1 

3.0 

12.9 

6.5 

4.1 

9.8 

7.1 

7.7 

5.0 

0.8 

3.5 

0.7 

1.9 

3.4 

1.6 

0.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=130)

古井(n=199)

山之上(n=147)

蜂屋(n=154)

加茂野(n=145)

伊深(n=122)

三和(n=85)

下米田(n=155)

市計(n=30,397)

鉄道 バス タクシー 自転車 徒歩 その他 無回答

4.5 

1.9 

1.6 

0.2 

1.5 

17.9 

20.5 

11.9 

1.6 

11.1 

12.8 

25.8 

27.5 

9.7 

19.0 

10.6 

21.5 

33.0 

30.1 

26.4 

2.8 

5.0 

7.8 

18.5 

10.3 

1.7 

1.4 

6.3 

3.0 

17.9 

19.6 

11.2 

8.6 

13.2 

27.9 

0.5 

2.1 

18.1 

10.2 

5.6 

3.6 

3.4 

7.0 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=179)

30～49歳(n=419)

50～64歳(n=436)

65歳～(n=569)

市計(n=1607)

65 歳頃 70 歳頃

75 歳頃 80 歳頃

85 歳頃 90 歳頃

運転は止めない 運転免許証を持っていない

無回答
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（４）送迎している頻度【問３①】 

■「送迎していない」が約 45％を占める。 

■30～49 歳以下では、約 40％が「週 1 日以上」の定期的な送迎をしている。 

▼送迎している頻度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）送迎していることについての負担度【問３③】 ※問３①で 1～7と回答した方のみ 

■「負担になっていない＋あまり負担になっていない」約 54％が「負担になっている＋やや負担に

なっている」約 25％を大きく上回る。 

■30～49 歳では、「負担になっていない＋あまり負担になっていない」が約 46％を占めるもの 

 の、「負担になっている＋やや負担になっている」が約 32％存在する。 

▼送迎していることについての負担度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

5.7 

11.3 

4.2 

3.3 

6.7 

11.4 

20.6 

18.9 

15.8 

18.2 

22.9 

21.4 

21.6 

11.4 

18.7 

28.6 

23.8 

21.6 

34.2 

26.3 

31.4 

22.6 

33.2 

29.9 

28.1 

0.4 

0.5 

5.4 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=35)

30～49歳(n=248)

50～64歳(n=190)

65歳～(n=184)

市計(n=658)

負担になっている やや負担になっている

どちらともいえない あまり負担になっていない

負担になっていない 無回答

0.6 

6.7 

1.4 

0.7 

2.4 

0.6 

9.8 

2.8 

1.8 

4.0 

1.7 

15.0 

5.5 

7.7 

8.3 

3.9 

8.8 

7.3 

4.0 

6.2 

4.5 

8.8 

8.3 

9.5 

8.4 

2.8 

4.8 

8.5 

4.9 

5.7 

5.6 

5.3 

9.9 

3.7 

6.0 

74.9 

38.4 

45.2 

39.9 

44.9 

5.6 

2.4 

11.2 

27.8 

14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=179)

30～49歳(n=419)

50～64歳(n=436)

65歳～(n=569)

市計(n=1607)

平日・休日ともほぼ毎日 平日はほぼ毎日
週に２～３日程度 週に１日程度
月に２～３日程度 月に１日程度
年に数回程度 送迎していない
無回答
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（６）送迎してもらっていることについて感じていること【問４③】  

※問４①で 1～7 と回答した方のみ 

■「気が引けることはない」が、約 61％を占める。 

■三和地区では、「気が引ける」約 57％が「気が引けることはない」約 43％を上回る。 

■30～49 歳では、「気が引ける」約 51％が「気が引けることはない」約 46％を上回る。 

▼送迎してもらっていることについて感じていること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

35.2 

24.4 

36.4 

28.0 

33.8 

47.5 

56.8 

26.2 

30.5 

61.1 

70.5 

63.6 

68.0 

56.9 

50.0 

43.2 

66.7 

64.1 

3.7 

5.1 

4.0 

9.2 

2.5 

7.1 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=54)

古井(n=78)

山之上(n=33)

蜂屋(n=50)

加茂野(n=65)

伊深(n=40)

三和(n=37)

下米田(n=42)

市計(n=11,300)

送迎してもらうのは気が引ける 特に気が引けることはない 無回答

41.8 

50.8 

32.8 

26.3 

34.6 

56.1 

45.8 

65.6 

66.7 

61.0 

2.0 

3.4 

1.6 

7.0 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=98)

30～49歳(n=59)

50～64歳(n=61)

65歳～(n=186)

市計(n=405)

送迎してもらうのは気が引ける 特に気が引けることはない 無回答



21 

（７）送迎してもらっている方の公共交通を利用できる場合の対応【問４④】 

※問４①で 1～7 と回答した方のみ 

■「公共交通を利用する」と「送迎を続けてもらう」は同程度の割合を占める。 

■古井地区、山之上地区、下米田地区では、「送迎を続けてもらう」が「公共交通を利用する」を上

回る。 

■29歳以下、30～49 歳以下では、「公共交通を利用する」が約 54～57％を占める。 

▼公共交通を利用できる場合の対応 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

53.7 

46.2 

36.4 

48.0 

47.7 

47.5 

48.6 

40.5 

47.5 

35.2 

47.4 

57.6 

48.0 

41.5 

47.5 

48.6 

54.8 

44.7 

11.1 

6.4 

6.1 

4.0 

10.8 

5.0 

2.7 

4.8 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=54)

古井(n=78)

山之上(n=33)

蜂屋(n=50)

加茂野(n=65)

伊深(n=40)

三和(n=37)

下米田(n=42)

市計(n=11,300)

できる限り公共交通を利用する

公共交通を利用せずに送迎を続けてもらう

無回答

57.1 

54.2 

37.7 

40.9 

46.2 

40.8 

40.7 

57.4 

48.4 

46.9 

2.0 

5.1 

4.9 

10.8 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=98)

30～49歳(n=59)

50～64歳(n=61)

65歳～(n=186)

市計(n=405)

できる限り公共交通を利用する

公共交通を利用せずに送迎を続けてもらう

無回答



22 

（８）あい愛バスの利用頻度【問５①】 

■「利用していない」が約 77％と最も高い。 

■三和地区では、「利用している」が約 15％を占める。 

▼あい愛バスの利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）あい愛バス非利用者の今後の利用意向【問５④-2】 

※問５①で 6 と回答した方のみ（非利用者） 

■「利用しない」が約 55％と最も高い。 

■山之上地区では、「利用する＋多分利用する」が約 31％と高い割合を占める。 

■65歳以上では、「利用する＋多分利用する」が約 31％を占める。 

▼あい愛バスの今後の利用意向（1/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.3 

4.3

7.9

3.6

4.2

4.5

7.3

3.9

4.5

12.9 

14.5

22.9

16.7

16.3

19.4

13.4

11.6

15.9

52.0 

56.0

42.9

58.3

58.4

56.0

47.6

60.0

54.5

32.7 

25.1

26.4

21.4

21.1

20.1

31.7

24.5

25.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=171)

古井(n=207)

山之上(n=140)

蜂屋(n=168)

加茂野(n=166)

伊深(n=134)

三和(n=82)

下米田(n=155)

市計(n=1,231)

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

0.5 
0.5 

0.2 

1.1 
1.5 

0.5 

0.4 

0.5 

1.0 

0.5 
1.7 

5.3 

1.0 

0.7 

2.5 

2.2 

2.7 

2.9 

1.4 

2.8 

8.3 

2.5 

2.4 

84.2 

77.0 

76.5 

82.0 

77.2 

75.7 

62.1 

76.4 

78.9 

12.8 

20.4 

20.2 

13.7 

20.5 

18.6 

22.7 

20.2 

17.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=203)

古井(n=269)

山之上(n=183)

蜂屋(n=205)

加茂野(n=215)

伊深(n=177)

三和(n=132)

下米田(n=203)

市計(n=42,675)

ほぼ毎日 週に数日 週に１日

月に数日 年に数日 利用していない

無回答



23 

 

▼あい愛バスの今後の利用意向（2/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１０）あい愛予約バスの利用頻度【問５①】 

■「利用していない」が約 78％と最も高い。 

■太田地区では、「利用していない」が約 87％と高い割合を占める。 

▼あい愛予約バスの利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.4 

0.1 

0.5 

0.4 

0.5 

0.8 

0.1 

0.5 

1.5 

1.1 

1.0 

0.9 

0.5 

0.9 

87.2 

76.6 

77.0 

82.4 

76.3 

76.8 

70.5 

77.8 

79.7 

12.3 

21.2 

21.3 

16.6 

22.8 

23.2 

28.8 

21.2 

19.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=203)

古井(n=269)

山之上(n=183)

蜂屋(n=205)

加茂野(n=215)

伊深(n=177)

三和(n=132)

下米田(n=203)

市計(n=42,675)

ほぼ毎日 週に数日 週に１日

月に数日 年に数日 利用していない

無回答

1.2 

3.4 

3.3 

8.7 

4.5 

6.8 

13.5 

17.2 

22.0 

15.9 

66.7 

63.5 

56.7 

35.1 

54.5 

25.3 

19.6 

22.9 

34.2 

25.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=162)

30～49歳(n=378)

50～64歳(n=367)

65歳～(n=322)

市計(n=1231)

利用する 多分利用する 利用しない 無回答
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（１１）あい愛予約バスの非利用者の今後の利用意向【問５④-2】 

※問５①で 6 と回答した方のみ（非利用者） 

■「利用しない」が約 59％と最も高い。 

■65歳以上では、「利用する＋多分利用する」が約 23％を占める。 

▼あい愛予約バスの今後の利用意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１２）公共交通全体の満足度【問６】 

■満足度割合（満足＋まあ満足）約 33％が、不満度割合（やや不満＋不満）約 12％を上回る。 

■加茂野地区、伊深地区、三和地区では、不満度割合（満足＋まあ満足）が約 40～49％と高い割合

を占める。 

▼公共交通全体の満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

3.4

0.4

2.7

2.0

0.5

2.3

0.8

0.5

1.5

10.8

10.8

13.1

9.8

8.8

5.1

12.9

7.9

10.0

60.6

51.3

44.8

50.2

31.2

36.7

34.1

44.8

44.7

8.4

15.6

13.7

18.0

20.5

19.8

18.2

14.3

15.9

11.8

11.5

15.3

14.1

28.4

23.2

22.0

16.3

17.4

4.9

10.4

10.4

5.9

10.7

13.0

12.1

16.3

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=203)

古井(n=269)

山之上(n=183)

蜂屋(n=205)

加茂野(n=215)

伊深(n=177)

三和(n=132)

下米田(n=203)

市計(n=1,607)

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

1.2%

1.0%

0.5%

3.6%

1.6%

3.1%

10.2%

13.2%

19.8%

12.7%

69.3%

67.6%

60.5%

41.7%

58.8%

26.4%

21.1%

25.8%

34.8%

26.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=163)

30～49歳(n=383)

50～64歳(n=372)

65歳～(n=333)

市計(n=1253)

利用する 多分利用する 利用しない 無回答

1.2 

1.0 

0.5 

3.6 

1.6 

3.1 

10.2 

13.2 

19.8 

12.7 

69.3 

67.6 

60.5 

41.7 

58.8 

26.4 

21.1 

25.8 

34.8 

26.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=163)

30～49歳(n=383)

50～64歳(n=372)

65歳～(n=333)

市計(n=1253)

利用する 多分利用する 利用しない 無回答
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（１３）意見交換会を目的とした地域懇談会への参加意向【問７】 

■「参加したくない」が、約 81％を占める。 

■三和地区では、「参加してもよい」が約 7％存在する。 

▼意見交換会を目的とした地域懇談会への参加意向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１４）優先したいと思う「美濃加茂市の将来のまちの姿」について【問８】 

■「車がなくても移動できるまち」が、最も優先度が高く、次いで、「健康に暮らせるまち」となっ

ている。 

▼優先したいと思う「美濃加茂市の将来のまちの姿」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

3.0

3.0

4.9

2.9

1.9

5.1

6.8

2.0

3.4

85.7

81.4

80.3

85.4

82.3

74.6

67.4

83.3

80.5

11.3

15.6

14.8

11.7

15.8

20.3

25.8

14.8

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=203)

古井(n=269)

山之上(n=183)

蜂屋(n=205)

加茂野(n=215)

伊深(n=177)

三和(n=132)

下米田(n=203)

市計(n=1,607)

参加してもよい 参加したくない 無回答

1,855

1,749

1,163

1,131

919

867

665

221

201

138

0 500 1,000 1,500 2,000

車がなくても移動できるまち

健康に暮らせるまち

交通事故の無い安全なまち

環境にやさしいまち

地域経済が活性化されるまち

人と人とのつながりがあるまち

地域ににぎわいがあるまち

観光が盛んなまち

世代間の交流があるまち

近隣市町村との交流があるまち

（ポイント）市計(n=1607)
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（１５）将来のまちの姿の実現のために優先したいと思う「今後の公共交通の方向性」について【問９】 

■「車が利用できなくなった時に利用できること」が圧倒的に優先度が高い。 

■いずれの地区も同様の結果となっている。 

▼優先したいと思う「今後の公共交通の方向性」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１６）公共交通への費用負担についての考え【問 10】 

■「増加すべき＋増加はやむを得ない」約 40％が、「減少に努める＋減らすべき」約 17％を大幅に

上回る。 

■伊深地区、三和地区は、「増加すべき＋増加はやむを得ない」が約 51～54％と高い割合を占める。

▼公共交通への費用負担についての考え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.9

2.2

6.0

1.5

5.1

4.5

3.8

7.4

4.2

33.0

30.5

41.5

40.5

31.6

46.9

50.0

24.6

35.9

40.9

35.7

26.2

31.2

32.6

28.2

29.5

29.6

32.0

8.4

10.4

15.3

12.7

12.1

5.1

5.3

19.2

11.4

3.4

8.6

4.9

5.9

6.0

2.8

0.8

6.9

5.3

10.3

12.6

6.0

8.3

12.6

12.4

10.6

12.3

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=203)

古井(n=269)

山之上(n=183)

蜂屋(n=205)

加茂野(n=215)

伊深(n=177)

三和(n=132)

下米田(n=203)

市計(n=1,607)

増加すべき 増加はやむを得ない 現状程度で良い

減少に努める 減らすべき 無回答

2,208

1,163

856

780

675

446

435

430

401

257

244

243

204

202

136

71

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

車が利用できなくなった時に利用できること

市内の医療施設に行けること

子どもや高齢者を対象とすること

頻繁にバスが来ること

乗継をすれば市内のどこのバス停にも行けること

市内の商業施設に行けること

近隣市町村の鉄道駅まで移動しやすいこと

市内の公共施設に行けること

きめ細かくバス停があること

所要時間が短いこと

近隣市町村のバスとの接続がしやすいこと

通学者を対象とすること

乗継が無いこと

市内の鉄道駅に行けること

通勤者を対象とすること

市内の観光地に行けること

（ポイント）市計(n=1607)
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③乗降調査の結果 

（１）年齢 

■文化の森公園線と八百津線を除く路線では、75歳以上の利用が多くを占めている。 

■蜂屋線、八百津線では高校生の回答割合が高い。 

▼年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）居住地 

■市街地循環、日本昭和村・富加駅線は様々な居住地からの回答者が多い。 

■文化の森公園線、八百津線は市外の回答者が多い。 

▼居住地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

17.6

6.8

9.3

4.3

7.1

2.9

21.4

6.5

8.7

28.4

13.6

8.3

7.0

4.3

7.1

26.3

5.7

14.3

19.6

15.6

16.2

72.7

21.4

3.6

11.3

6.8

75.0

4.7

6.4

11.4

25.0

1.9

7.6

2.3

74.4

2.1

7.1

3.6

7.5

10.4

2.7

44.7

2.9

7.1

6.1

6.8

17.0

35.7

4.3

5.4

4.5

2.1

14.3

73.7

17.9

4.7

7.8

5.4

2.3

4.3

68.6

7.1

49.5

20.3

10.8

16.7

2.3

14.9

7.1

8.6

10.3

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地循環線(n=74)

山之上線(n=44)

蜂屋線(n=12)

加茂野線(n=43)

伊深・廿屋線(n=47)

上蜂屋・川浦線(n=14)

下米田・牧野線(n=19)

文化の森公園線(n=35)

日本昭和村・富加駅線(n=28)

八百津線(n=107)

全路線計(n=423)

太田 古井 山之上 蜂屋 加茂野 伊深 三和 下米田 市外 無回答

2.3

7.1

0.7

2.7

25.0

2.3

4.3

36.4

11.1

10.6

17.1

2.6

10.8

13.6

16.7

16.3

17.0

28.6

5.3

62.9

21.4

23.4

21.0

9.5

2.3

11.6

4.3

14.3

20.0

7.1

19.6

11.1

77.0

84.1

58.3

67.4

63.8

57.1

94.7

64.3

20.6

53.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地循環線(n=74)

山之上線(n=44)

蜂屋線(n=12)

加茂野線(n=43)

伊深・廿屋線(n=47)

上蜂屋・川浦線(n=14)

下米田・牧野線(n=19)

文化の森公園線(n=35)

日本昭和村・富加駅線(n=28)

八百津線(n=107)

全路線計(n=423)

幼児 小学生 中学生

高校生 大学生 一般（65歳未満）

高齢者（65歳以上75歳未満） 一般（75歳以上） 無回答
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（３）バスの利用目的 

■路線により利用目的が多様である。 

■下米田・牧野線、文化の森公園線は観光・レクリエーション目的の利用が多い。 

▼利用目的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）バス利用時の最終目的地 

■路線によらず最終目的地の多くが市内となっている。 

▼最終目的地 

 
 
 
 
 
 
  

91.9

100.0

75.0

88.4

80.9

100.0

94.7

88.6

92.9

79.4

87.7

2.7

8.3

4.7

6.4

5.3

2.9

7.1

12.1

5.9

5.4

16.7

7.0

12.8

8.6

8.4

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地循環線(n=74)

山之上線(n=44)

蜂屋線(n=12)

加茂野線(n=43)

伊深・廿屋線(n=47)

上蜂屋・川浦線(n=14)

下米田・牧野線(n=19)

文化の森公園線(n=35)

日本昭和村・富加駅線(n=28)

八百津線(n=107)

全路線計(n=423)

市内 市外 無回答

2.3

25.0

4.7

2.1

30.8

9.5

27.0

34.1

16.7

2.3

25.5

35.7

26.3

10.7

13.1

18.2

10.8

18.2

25.0

23.3

21.3

28.6

5.7

21.4

1.9

12.5

27.0

20.5

8.3

48.8

21.3

21.4

63.2

60.0

17.9

8.4

26.2

21.4

0.9

1.7

2.7

9.1

8.3

11.6

14.3

7.5

5.2

0.9

0.2

8.1

2.1

8.6

0.9

2.6

18.9

11.4

2.3

14.9

10.5

17.1

28.6

21.5

15.6

5.4

4.5

16.7

7.0

12.8

8.6

14.0

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街地循環線(n=74)

山之上線(n=44)

蜂屋線(n=12)

加茂野線(n=43)

伊深・廿屋線(n=47)

上蜂屋・川浦線(n=14)

下米田・牧野線(n=19)

文化の森公園線(n=35)

日本昭和村・富加駅線(n=28)

八百津線(n=107)

全路線計(n=423)

通学 通院 買物 観光・レクリエーション 飲食 通勤 業務 習い事・趣味 その他 無回答
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（５）乗り継ぎ利用 

■市外循環線、下米田・牧野線、文化の森公園線、上蜂屋・川浦線は乗り継ぎ利用が多い。 

▼乗り継ぎ状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）乗り継ぎ路線 

■市街地循環線利用回答者の多くが、あい愛バスに乗り継いでいる。 

■下米田・牧野線利用回答者の多くが、あい愛バスに乗り継いでいる。 

■上蜂屋・川浦線利用回答者の多くが、あい愛バスに乗り継いでいる。 

■文化の森公園線利用回答者の多くが、JR高山本線に乗り継いでいる。 

▼乗り継ぎ路線 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

49.3

81.8

66.7

88.4

72.3

35.7

42.1

25.7

69.0

63.9

62.0

2.7

2.3

4.3

60.0

10.3

7.4

8.7

2.3

2.1

5.7

3.4

0.9

1.4

1.3

4.5

2.1

8.3

3.1

0.9

0.2

1.9

0.5

2.8

0.7

32.0

9.1

16.7

6.4

64.3

57.9

10.3

13.1

1.3

0.9

0.5

13.3

4.5

16.7

7.0

12.8

8.6

6.9

13.0

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地循環線

(n=75)

山之上線(n=44)

蜂屋線(n=12)

加茂野線(n=43)

伊深・廿屋線

(n=47)

上蜂屋・川浦線

(n=14)

下米田・牧野線

(n=19)

文化の森公園線

(n=35)

日本昭和村・富加

駅線(n=29)

八百津線(n=108)

全路線計(n=426)

乗り継がない JR高山本線 JR太多線 長良川鉄道

名鉄広見線 東鉄バス八百津線 東鉄バス（八百津線以外） YAOバス

あい愛バス あい愛予約バス スクールバス その他バス

その他交通手段 無回答

市街地循環線
利用者 割合

JR高山本線 2 7.1%
JR太多線
長良川鉄道 1 3.6%
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス 24 85.7%
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他 1 3.6%

合計 28 100.0%

山之上線
利用者 割合

JR高山本線
JR太多線
長良川鉄道 2 33.3%
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス 4 66.7%
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他

合計 6 100.0%
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伊深・廿屋線
利用者 割合

JR高山本線 2 28.6%
JR太多線 1 14.3%
長良川鉄道 1 14.3%
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス 3 42.9%
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他

合計 7 100.0%

上蜂屋・川浦線
利用者 割合

JR高山本線
JR太多線
長良川鉄道
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス 9 100.0%
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他

合計 9 100.0%

下米田・牧野線
利用者 割合

JR高山本線
JR太多線
長良川鉄道
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス 11 100.0%
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他

合計 11 100.0%

文化の森公園線
利用者 割合

JR高山本線 21 91.3%
JR太多線 2 8.7%
長良川鉄道
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他

合計 23 100.0%

加茂野線
利用者 割合

JR高山本線 1 50.0%
JR太多線 1 50.0%
長良川鉄道
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他

合計 2 100.0%

蜂屋線
利用者 割合

JR高山本線
JR太多線
長良川鉄道
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス 2 100.0%
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他

合計 2 100.0%
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（７）あい愛予約バス利用者の年齢 

■75歳以上の利用が 7割弱を占める。 

▼あい愛予約バス利用者の年齢 

 
 
 
 
 
 
（８）あい愛予約バス利用者の利用目的 

■利用目的は、習い事・趣味が 6 割弱を占める。 

▼あい愛予約バス利用者の利用目的 

 
 
 
  

18.8 56.3 6.3 15.6 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あい愛予約バス(n=32)

通勤 通学 通院 飲食・娯楽 親戚・友人訪問 習い事・趣味 業務 買物 その他 無回答

15.6 15.6 68.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あい愛予約バス(n=32)

６５歳未満 ６５歳～７４歳 ７５歳以上 無回答

全路線計
利用者 割合

JR高山本線 37 30.8%
JR太多線 6 5.0%
長良川鉄道 13 10.8%
名鉄広見線
東鉄バス八百津線 1 0.8%
東鉄バス（八百津線以外） 2 1.7%
YAOバス 3 2.5%
あい愛バス 56 46.7%
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他 2 1.7%

合計 120 100.0%

日本昭和村・富加駅線
利用者 割合

JR高山本線 3 42.9%
JR太多線 1 14.3%
長良川鉄道
名鉄広見線
東鉄バス八百津線
東鉄バス（八百津線以外）
YAOバス
あい愛バス 3 42.9%
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他

合計 7 100.0%

八百津線
利用者 割合

JR高山本線 8 32.0%
JR太多線 1 4.0%
長良川鉄道 9 36.0%
名鉄広見線
東鉄バス八百津線 1 4.0%
東鉄バス（八百津線以外） 2 8.0%
YAOバス 3 12.0%
あい愛バス
あい愛予約バス
スクールバス
その他バス
その他 1 4.0%

合計 25 100.0%
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④バス利用者アンケート調査の詳細結果 

（１）利用したバス路線について感じている「現状の満足度」【問３】 

■あい愛バスの運転手の対応、運賃、バス停位置の満足度割合（満足＋まあ満足）は 7 割を超える。

■バス全体の満足度割合（満足＋まあ満足）が、不満度割合（やや不満＋不満）を上回る。 

▼満足度（あい愛バス） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

▼満足度（東濃鉄道バス） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼満足度（バス全体） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

37.5

44.4

11.1

42.9

28.6

22.2

33.3

33.3

33.3

10.0

22.2

22.2

12.5

44.4

11.1

14.3

42.9

33.3

33.3

44.4

55.6

30.0

33.3

33.3

37.5

11.1

33.3

14.3

28.6

33.3

22.2

11.1

11.1

50.0

11.1

33.3

12.5

44.4

28.6

11.1

11.1

33.3

11.1

11.1

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=9)

運行している時間帯(n=9)

運行している曜日(n=8)

バス停の位置(n=9)

バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=9)

乗り継ぎの際の待ち時間(n=7)

乗り継ぎに関する情報や案内(n=7)

運賃(n=9)

運転手の対応(n=9)

バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=9)

車内の案内表示のわかりやすさ(n=9)

総合的な評価(n=10)

※無回答を除く構成比

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満

14.8

7.1

16.1

36.7

7.7

15.8

5.3

27.6

53.3

13.8

20.0

12.0

37.0

42.9

48.4

36.7

30.8

21.1

36.8

51.7

30.0

48.3

48.0

40.0

3.7

14.3

9.7

10.0

19.2

36.8

31.6

13.8

6.7

13.8

16.0

20.0

22.2

28.6

9.7

13.3

26.9

10.5

21.1

3.4

3.3

17.2

8.0

16.0

22.2

7.1

16.1

3.3

15.4

15.8

5.3

3.4

6.7

6.9

8.0

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=27)

運行している時間帯(n=28)

運行している曜日(n=31)

バス停の位置(n=30)

バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=26)

乗り継ぎの際の待ち時間(n=19)

乗り継ぎに関する情報や案内(n=19)

運賃(n=29)

運転手の対応(n=30)

バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=29)

車内の案内表示のわかりやすさ(n=25)

総合的な評価(n=25)

※無回答を除く構成比

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満

15.4

10.0

23.8

40.5

10.5

25.9

14.8

29.3

50.0

22.0

24.3

13.5

30.8

35.0

38.1

38.1

26.3

18.5

37.0

43.9

28.6

43.9

48.6

35.1

10.3

17.5

14.3

9.5

21.1

29.6

29.6

17.1

9.5

14.6

16.2

27.0

17.9

30.0

9.5

9.5

31.6

14.8

14.8

2.4

7.1

14.6

5.4

13.5

25.6

7.5

14.3

2.4

10.5

11.1

3.7

7.3

4.8

4.9

5.4

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=39)

運行している時間帯(n=40)

運行している曜日(n=42)

バス停の位置(n=42)

バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=38)

乗り継ぎの際の待ち時間(n=27)

乗り継ぎに関する情報や案内(n=27)

運賃(n=41)

運転手の対応(n=42)

バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=41)

車内の案内表示のわかりやすさ(n=37)

総合的な評価(n=37)

※無回答を除く構成比

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満
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（２）利用したバス路線について感じている「これからの重要度」【問３】 

■バス全体の運行している時間帯と運転手の対応の重要度割合（重要＋まあ重要）は 8 割前後であ

る。 

■バス全体の乗り継ぎの際の待ち時間の重要度割合（重要＋まあ重要）は 5 割に満たない。 

▼重要度（あい愛バス） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

▼重要度（東濃鉄道バス） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼重要度（バス全体） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

47.4

38.9

50.0

37.5

18.8

15.4

8.3

21.4

57.1

25.0

18.8

21.1

50.0

18.8

37.5

37.5

30.8

50.0

42.9

21.4

43.8

43.8

21.1

11.1

31.3

12.5

37.5

30.8

25.0

21.4

14.3

25.0

31.3

5.3

6.3

6.3

7.7

7.1

6.3

6.3

5.3

6.3

15.4

16.7

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数(n=19)

運行している時間帯(n=18)

運行している曜日(n=16)

バス停の位置(n=16)

バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=16)

乗り継ぎの際の待ち時間(n=13)

乗り継ぎに関する情報や案内(n=12)

運賃(n=14)

運転手の対応(n=14)

バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=16)

車内の案内表示のわかりやすさ(n=16)

※無回答を除く構成比

重要 まあ重要 どちらでもない あまり重要ではない 重要ではない

16.7

28.6

28.6

42.9

28.6

14.3

16.7

28.6

42.9

42.9

14.3

33.3

71.4

28.6

28.6

14.3

28.6

33.3

28.6

42.9

14.3

42.9

33.3

42.9

14.3

57.1

28.6

33.3

28.6

14.3

42.9

42.9

14.3

14.3

16.7

14.3

16.7

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数(n=6)

運行している時間帯(n=7)

運行している曜日(n=7)

バス停の位置(n=7)

バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=7)

乗り継ぎの際の待ち時間(n=7)

乗り継ぎに関する情報や案内(n=6)

運賃(n=7)

運転手の対応(n=7)

バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=7)

車内の案内表示のわかりやすさ(n=7)

※無回答を除く構成比

重要 まあ重要 どちらでもない あまり重要ではない 重要ではない

58.3

50.0

62.5

37.5

12.5

20.0

16.7

83.3

12.5

25.0

16.7

30.0

12.5

50.0

50.0

40.0

80.0

66.7

75.0

50.0

16.7

20.0

25.0

12.5

25.0

40.0

20.0

16.7

16.7

12.5

25.0

8.3

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数(n=12)

運行している時間帯(n=10)

運行している曜日(n=8)

バス停の位置(n=8)

バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=8)

乗り継ぎの際の待ち時間(n=5)

乗り継ぎに関する情報や案内(n=5)

運賃(n=6)

運転手の対応(n=6)

バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=8)

車内の案内表示のわかりやすさ(n=8)

※無回答を除く構成比

重要 まあ重要 どちらでもない あまり重要ではない 重要ではない
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（３）美濃加茂市周辺でバスを利用して行きたい施設【問４】 

※上位 3 施設を回答 

■あい愛バス回答者は総合福祉会館を利用したいとする方が最も多く、次いでアピタ美濃加茂店と

なっている。 

■東濃鉄道バスは木沢記念病院を利用したいとする方が最も多く、次いでアピタ美濃加茂店、日本

昭和村となっている。 

▼美濃加茂市周辺でバスを利用して行きたい施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

28

27

17

14

13

12

10

8

6

6

3

3

3

2

1

0

0 5 10 15 20 25 30

総合福祉会館

アピタ美濃加茂店

木沢記念病院

美濃太田駅

日本昭和村

バロー美濃加茂店

美濃加茂市役所

その他の医療施設

太田病院

みのかも文化の森

日本ライン今渡駅（名鉄広見線）

その他駅

その他

その他の公共施設

その他観光・娯楽施設

その他の商業施設

（ポイント）全体(n=73)

9

5

5

3

3

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0 5 10 15 20 25 30

木沢記念病院

アピタ美濃加茂店

日本昭和村

その他駅

その他

みのかも文化の森

総合福祉会館

その他観光・娯楽施設

美濃加茂市役所

その他の公共施設

太田病院

その他の医療施設

バロー美濃加茂店

その他の商業施設

美濃太田駅

日本ライン今渡駅（名鉄広見線）

（ポイント）東濃鉄道バス(n=15)

27

22

11

10

10

8

8

8

6

4

3

2

0

0

0

0

0 5 10 15 20 25 30

総合福祉会館

アピタ美濃加茂店

美濃太田駅

美濃加茂市役所

バロー美濃加茂店

木沢記念病院

その他の医療施設

日本昭和村

太田病院

みのかも文化の森

日本ライン今渡駅（名鉄広見線）

その他の公共施設

その他の商業施設

その他観光・娯楽施設

その他駅

その他

（ポイント）あい愛バス(n=55)
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⑤路線及び地域別の特徴 

市民アンケート、乗降調査及びバス利用者アンケートの結果から見た路線及び地域別の特徴を以下

にまとめます。 

表 2-7 路線及び地域別の特徴 

 

主な運

行地区 
路線別利用特性 

地区別または路線別の 

満足度割合と不満理由 

市
街
地
循
環
線 

太田 

・65歳以上の利用が 9割弱を占める。 

・「通院」「観光・レクリエーション」目的の利用が

多く、3 割ずつ占める。 

・あい愛バス相互の乗り継ぎが乗継利用者の 3 割 

 を占める。 

・総合福祉会館、美濃加茂市役所、美濃太田駅北 

 口の利用が多く、総合福祉会館を中心とした移動

が多い。 

【太田地区】 

・不満度割合が 5 割を占める。 

・不満の理由として、運行本 

 数、運行経路、運行時間帯が

挙げられている。 

山
之
上
線 

山之上 

・65歳以上の利用が 9割弱を占める。 

・「通院」目的の利用が多く、3割強を占める。 

・乗継利用は 1割と他の路線と比べ少ない。 

・往復利用が 7割を占める。 

・総合福祉会館、美濃太田駅北口、駅北商業団地 

 と山之上地区内を結ぶ利用が多い。 

【山之上地区】 

・満足度割合が 3 割を占める。 

加
茂
野
線 

加茂野 

・65歳以上の利用が 8割を占める。 

・「観光・レクリエーション」目的の利用が多く、5

割を占める。 

・往復利用が 7割を占める。 

・総合福祉会館と美濃太田駅北口の利用が多く、 

 総合福祉会館と山之上地区内を結ぶ利用が多い。 

【加茂野地区】 

・不満度割合が 4 割を占める。 

・不満の理由として、運行本 

 数、運行経路、運行時間帯が

挙げられている。 

蜂
屋
線 

蜂屋 

・高校生の利用が 3割弱を占める。 

・「通学」「買物」目的の利用が多く、2割ずつを占

める。 

・往復利用は 3割を占めるが、他の路線と比べ少な

い。 

・総合福祉会館、駅北商業団地、ナビ蜂屋の利用が

多く、駅北商業団地とナビ蜂屋を結ぶ利用が多

い。 

【蜂屋地区】 

・不満度割合が 5 割を占め、 

 満足度割合を上回る。 

・不満の理由として、運行本 

 数、運行日、運行時間帯、運

行経路が挙げられている。 

下
米
田
・
牧
野
線 

下米田 

・65歳以上の利用が 9割強を占める。 

・「観光・レクリエーション」目的の利用が多く、6

割を占める。 

・往復利用が 7割を占める。 

・総合福祉会館、野尻整形外科病院、川合東、木 

 沢記念病院の利用が多い。 

・総合福祉会館の利用が多く、総合福祉会館と下 

 米田地区内を結ぶ利用が多い。 

【下米田地区】 

・満足度割合が 3 割を占め、 

 不満度割合を上回る。 

・不満の理由として、バス停 

 境が挙げられている。 

上
蜂
屋
・
川
浦
線 

三和 

・65歳以上の利用が 7割を占める。 

・「通院」目的の利用が 4割弱を占める。 

・乗継利用が 6割強を占め、他の路線と比べ多い。 

・往復利用が 9割弱を占め、他の路線と比べ多い。 

・総合福祉会館の利用が多く、総合福祉会館と三 

 和連絡所を結ぶ利用が多い。 

【三和地区】 

・満足度割合が 4 割を占め、 

 不満度割合を上回る。 

・不満の理由として、運行本 

 数、運行日、運行時間帯、運

行経路、乗継利便性が挙げら

れている。 
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主な運

行地区 
路線別利用特性 

地区別または路線別の 

満足度割合と不満理由 

伊
深
・
廿
屋
線 

伊深 

三和 

・65 歳以上の利用が 7割を占める。 

・「通院」目的の利用が多く、3割弱を占める。 

・往復利用は 6割弱を占める。 

・総合福祉会館、美濃太田駅北口、駅北商業団地 

 と伊深地区及び三和地区内を結ぶ移動が多い。 

【伊深地区】 

・満足度割合が 5 割を占め、不

満度割合を上回る。 

・不満の理由として、運行本 

 数、運行利便性、運行経路、

バス停位置、バス停環境が挙

げられている。 

【三和地区】 

・満足度割合が 4 割を占め、不

満度割合を上回る。 

・不満の理由として、運行本 

 数、運行日、運行時間帯、運

行経路、乗継利便性が挙げら

れている。 

文
化
の
森
公
園
線 

太田 

蜂屋 

・65 歳以上の利用が 8割を占める。 

・市外居住者の利用が 7割を占める。 

・「観光・レクリエーション」目的の利用が多く、6

割を占める。 

・乗継利用が 7割弱を占め、他の路線と比べ多い。 

・美濃太田駅北口と日本昭和村の利用が多く、この

２つを結ぶ利用が中心である。 

【太田地区】 

・不満度割合が 5 割を占める。

・不満の理由として、運行本 

 数、運行経路、運行時間帯が

挙げられている。 

【蜂屋地区】 

・不満度割合が 5 割を占め、満

足度割合を上回る。 

・不満の理由として、運行 

 本数、運行時間帯、バス停位

置、運行日が挙げられている。

日
本
昭
和
村
・
富
加
駅
線 

蜂屋 

・65歳以上の利用が 7割を占める。 

・市内居住者が 7 割を占める。 

・「買物」「飲食」目的の利用が多く、2割を占める。

・総合福祉会館、美濃太田駅北口、駅北商業団地の

利用が多い。 

・蜂屋地区内から駅北商業団地や美濃太田駅北口 

 への利用が多い。 

【蜂屋地区】 

・不満度割合が 5 割を占め、満

足度割合を上回る。 

・不満の理由として、運行本 

 数、運行時間帯、バス停位置、

運行日が挙げられている。 

あ
い
愛
予
約
バ
ス 

古井 

・65歳以上の利用が 8割強を占める。 

・「習い事・趣味」目的の利用が多く、6割弱を占め

る。 

・左まわりは午前、右まわりは夕方の利用が多い。

・総合福祉会館、野尻整形外科病院、川合東、木沢

記念病院の利用が多いが、利用がほとんど見られ

ないバス停もある。 

・満足度割合が 2 割を占め、不

満度割合を上回る。 

・不満の理由として、運行時間

帯、予約受付の対応が挙げら

れている。 

東
濃
鉄
道
バ
ス
八
百
津
線

太田 

古井 

下米田 

八百津町内 

可児市内 

・高校生の利用が多く、4 割弱を占める。 

・利用者の 5 割は市外居住者である。 

・「通学目的」の利用が多く、3割を占める。 

・乗継利用は 1割強を占め、乗り継ぎ先の多くは 

 JR 太多線や長良川鉄道が占める 

・美濃太田駅、木沢記念病院、可茂特別支援学校、

八百津町ファミリーセンターの利用が多い。 

・満足度割合と不満度割合はと

もに 3割を占め同程度であ

る。 

・不満の理由として、運行本 

 数、バス停位置、運行経路、

運賃が挙げられている。 
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⑥障害者手帳の種類別集計によるアンケートの詳細結果 

（１）自分１人だと大変だと感じる活動【問１⑫】 

※複数回答 

■「階段の上り下り」が約 37％と最も高く、次いで「鉄道を利用する」約 33％、「バスを利用する」

約 30％となっている。公共交通の利用が大変であることがうかがえる。 

▼自分１人だと大変だと感じる活動 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）外出時の交通手段【問１⑮】 

※複数回答 

■「自動車」での外出が約 59％を占める。「タクシー」利用も約 24％存在する。 

▼交通手段  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

37.3 

33.4 

30.3 

29.5 

22.8 

19.8 

17.8 

15.3 

14.4 

12.8 

9.5 

37.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

階段の上り下り

鉄道を利用する

バスを利用する

歩く

文字を書く

電話をかける

お金を使う

トイレに行く

文字を読む

他人と会話する

その他

無回答

合計(n=640)

※複数回答

30.6 

28.8 

0.2 

18.6 

16.7 

12.7 

8.1 

7.7 

2.0 

2.0 

1.4 

0.3 

4.1 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車（他の人に送迎）

自動車（自分で運転）

タクシー

徒歩

自転車

施設等の送迎サービス

鉄道

あい愛バス

東鉄路線バス

あい愛予約バス

原付・バイク

その他のバス

その他

無回答

合計(n=640)

※複数回答
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（３）路線バスの１人利用について【問８】 

■「利用できるが、利用していない」が約 43％を占め、「利用している」は約 10％にとどまっている。

▼路線バスの１人利用について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（４）１人でバスを利用して自宅から目的地まで移動する場合、困っている又は困ること【問 10】 

※複数回答 

■「運行本数が少ない」が約 23％と最も高い。次いで、「最寄りバス停までが遠い」約 23％となっ

ている。 

▼自宅から目的地まで移動する場合、困っている又は困ること 

 
 
 
   

4.3 

10.0 

12.5 

11.8 

9.8 

36.8 

37.5 

47.4 

43.4 

46.5 

90.0 

37.5 

19.8 

28.8 

12.4 

12.5 

21.0 

18.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳所持(n=185)

療育手帳所持(n=20)

精神障害者保健福祉手帳所持(n=8)

障害者手帳未所持(n=439)

合計(n=640)

利用できるし、利用している 利用できるが、利用していない

利用できない 無回答

22.5 

20 

12 

5 

4 

0 

9 

5 

2 

2 

23 

12 

6 

5 

3 

1 

15 

10 

9 

9 

8 

8 

8 

7 

7 

6 

6 

6 

5 

5 

4 

4 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

45 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

自宅から最寄りのバス停までが遠い

バス停で休憩や雨風を防げる施設がない

バス停の案内表示がわかりづらい

バス停までの道路の状況が悪い

バス停の空間が狭く安全にバスを待つことができない

バス停までの経路上の障害物が多い

バス車両の段差や車両内の通路の幅が狭い

車両内で補装具を置く場所がない

車いすが安全に固定されない

座席の幅が狭い

運行本数が少ない

降車バス停から目的地が遠い

乗継の方法がわかりづらい

運行ルートが長い

運賃が高い

遅延が生じ、定時刻に発車しない

最寄りのバス停まで一人で行けない

バスを降りてから目的地まで一人で行けない

バス車両の乗降に時間がかかってしまう

乗車券を買う・運賃を支払うことが難しい

座席を立ったり、座ったりする動作が難しい

揺れる車内で座って(立って)いられない

行き先・到着案内のアナウンスが聞こえない・聞こえづらい

バス利用の仕方が難しくて理解できないことがある

バス車内の降車ボタンを押すことができない

乗継の仕方がわからない

目的地までの経路がわからない・探すことができない

他の利用客に迷惑をかけると思う

行き先・到着案内のアナウンスが理解できない

運賃の支払い計算が難しい

乗降するバス停がわからなくなることがある

バス停までの経路がわからなくなることがある

バスを待つことができない

運転手にぞんざいに扱われることがある

周囲の視線が気になる

不特定多数の方と乗り合うことができない

車内でじっとしていられない

乗車を拒否されることがある

無回答

合計(n=640)

※複数回答

バ
ス
停
に
つ
い
て

車
両
に
つ
い
て

運
行
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
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（５）困ることが改善された場合のバスの利用意向【問 11】 

※複数回答 

■「多分利用しない＋利用しない」37％が「利用する＋多分利用する」約 33％を上回る。 

▼困ることが改善された場合のバスの利用意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）利用したいと思う公共交通サービスについて【問 12】 

※複数回答 

■「予約すれば家の近くまで迎えに来てくれること」が約 33％と最も高く、次いで「決まった時刻

に走っていること」が約 25％となっている。 

▼利用したいと思う公共交通サービスについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

33.1 

25.2 

20.6 

18.8 

18.3 

16.9 

15.5 

10.6 

8.9 

8.6 

7.5 

7.0 

7.0 

6.7 

4.1 

3.0 

2.0 

3.6 

38.9 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

予約すれば、家の近くまで迎えに来てくれること

決まった時刻に走っていること(固定ダイヤ)

バス停で休憩ができたり、雨風が防げたりすること

決まったルートを走っていること(固定ルート)

予約すれば、希望に近い時間に走ってくれること

乗降介助をしてくれること

バス停の案内表示がわかりやすいこと

車両にスロープが付いていること

少人数の乗り合わせで済むこと

ノンステップバスであること

車両にリフトが付いていること

車両が十分に広いこと

乗車中の介助をしてくれること

複数台の車いすが乗車できること

バス停の空間が十分に広いこと

他人と乗り合わせる必要がないこと

車両にストレッチャーが付いていること

その他

無回答

合計(n=640)

※複数回答

10.8 

20.0 

12.5 

18.5 

16.6 

19.5 

10.0 

12.5 

15.9 

16.7 

20.5 

35.0 

37.5 

19.1 

20.0 

22.7 

5.0 

15.3 

17.0 

26.5 

30.0 

37.5 

31.2 

29.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳所持(n=185)

療育手帳所持(n=20)

精神障害者保健福祉手帳所持(n=8)

障害者手帳未所持(n=439)

合計(n=640)

利用する 多分利用する 多分利用しない 利用しない 無回答
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⑦高校生アンケート調査の詳細結果 

（１）バスに関して知っていること【問２】 

■いずれの高校においても、ルート、ダイヤ、運賃を知らないと回答する回答者が大多数を占める。

 

▼東鉄バス八百津線のルートについて     ▼あい愛バス・あい愛予約バスのルートについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼東鉄バス八百津線のダイヤについて     ▼あい愛バス・あい愛予約バスのダイヤについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼東鉄バス八百津線の運賃について     ▼あい愛バス・あい愛予約バスの運賃について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2.7

3.4

2.4

2.8

96.5

96.6

97.6

97.0

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加茂高校

(n=113)

加茂農林高校

(n=117)

美濃加茂高校

(n=206)

3校全体

(n=436)

知っている 知らない 無回答

2.7

3.4

2.4

2.8

96.5

96.6

97.6

97.0

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加茂高校

(n=113)

加茂農林高校

(n=117)

美濃加茂高校

(n=206)

3校全体

(n=436)

知っている 知らない 無回答

1.8

0.9

1.5

1.4

97.3

99.1

98.5

98.4

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加茂高校

(n=113)

加茂農林高校

(n=117)

美濃加茂高校

(n=206)

3校全体

(n=436)

知っている 知らない 無回答

0.9

0.2

98.2

100.0

100.0

99.5

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加茂高校

(n=113)

加茂農林高校

(n=117)

美濃加茂高校

(n=206)

3校全体

(n=436)

知っている 知らない 無回答

2.7

4.3

0.5

2.1

96.5

95.7

98.5

97.2

0.9

1.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加茂高校

(n=113)

加茂農林高校

(n=117)

美濃加茂高校

(n=206)

3校全体

(n=436)

知っている 知らない 無回答

1.8

2.6

0.5

1.4

97.3

97.4

99.0

98.2

0.9

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加茂高校

(n=113)

加茂農林高校

(n=117)

美濃加茂高校

(n=206)

3校全体

(n=436)

知っている 知らない 無回答
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（２）通学時の交通手段【問３②】 

■いずれの高校においても自転車が最も多く、次いで自動車（送迎）となっている。 

■鉄道の利用はやや見られるものの、東濃鉄道バス、あい愛バスなどのバスの利用はほとんどみら

れない。 

▼通学時の交通手段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）通学時にバスを利用したいか【問３③】 

■美濃加茂高校では半数がバスを利用したいと回答している。 

▼通学時のバス利用意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.1

8.5

22.3

14.7

7.1

16.2

27.7

19.3

38.9

36.8

20.9

29.8

46.9

37.6

28.2

35.6

0.9

1.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加茂高校(n=113)

加茂農林高校(n=117)

美濃加茂高校(n=206)

3校全体(n=436)

バスを利用したい できればバスを利用したい バスを利用したいとは思わない バスを利用する必要が無い 無回答

81.7

37.4

19.0

17.2

14.2

4.8

3.2

1.6

0.7

0.5

0.2

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車

自動車（送迎）

徒歩

ＪＲ高山本線

ＪＲ太多専

名鉄広見線

長良川鉄道

その他バス

東鉄バス（八百津線以外）

スクールバス

東鉄バス八百津線

ＹＡＯバス

あい愛バス

あい愛予約バス

タクシー

バイク（原付を含む）

その他

3校全体(n=436)※複数回答
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（４）休日にバスを利用したいか【問４④】 

■美濃加茂高校では 3 割強、3校全体では 2割強の学生に休日のバス利用意向がある。 

■加茂農林高校では 9 割弱の学生に休日のバス利用意向がない。 

▼休日のバス利用意向 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

3.5

4.3

17.0

10.1

11.5

6.8

18.0

13.3

45.1

50.4

40.8

44.5

38.1

37.6

22.3

30.5

1.8

0.9

1.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加茂高校(n=113)

加茂農林高校(n=117)

美濃加茂高校(n=206)

3校全体(n=436)

バスを利用したい できればバスを利用したい バスを利用したいとは思わない バスを利用する必要が無い 無回答
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⑧主要集客施設利用者ヒアリング調査の結果 

（１）居住地 

■日本昭和村は 9割弱、木沢記念病院は 8 割弱が市外居住者である。 

▼居住地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）利用交通手段 

■美濃太田駅を除く 5 施設では、自動車（自分で運転）が最も多くの回答数を占める。 

■アピタ美濃加茂店を除く 5 施設では、あい愛バス利用者が存在する。 

▼交通手段（行き） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16.5

2.6

11.2

2.8

19.3

17.4

11.1

16.0

9.7

29.6

2.8

22.8

55.1

19.5

1.9

0.6

2.4

0.7

4.4

2.9

2.0

7.3

2.6

3.6

2.8

13.2

2.9

5.4

5.8

5.2

3.0

1.4

12.3

5.8

5.3

1.8

0.2

0.6

0.7

1.8

5.8

0.9

3.4

3.2

6.5

8.8

2.9

4.1

49.0

75.3

43.8

88.7

15.8

7.2

51.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美濃太田駅(n=206)

木沢記念病院(n=154)

アピタ美濃加茂店(n=169)

日本昭和村(n=141)

美濃加茂市役所(n=114)

総合福祉会館(n=69)

全施設計(n=853)

太田 古井 山之上 蜂屋 加茂野 伊深 三和 下米田 市外 無回答

1.0

0.2

3.4

0.6

0.7

0.9

8.7

1.9

6.3

2.6

0.9

2.1

1.3

1.2

3.5

0.9

1.4

1.3

7.8

63.6

71.0

75.9

78.9

50.7

54.6

31.1

26.0

21.3

17.0

9.6

5.8

21.0

8.3

1.3

4.1

2.6

15.9

4.7

32.0

1.9

2.4

6.1

17.4

10.8

10.2

2.6

2.8

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美濃太田駅(n=206)

木沢記念病院(n=154)

アピタ美濃加茂店(n=169)

日本昭和村(n=141)

美濃加茂市役所(n=114)

総合福祉会館(n=69)

全施設計(n=853)

東濃鉄道バス八百津線 あい愛バス あい愛予約バス タクシー

バイク 自動車（自分で運転） 自動車（送迎） 自転車

徒歩 その他 無回答

1.0

0.2

3.4

0.6

0.7

0.9

8.7

1.9

6.3

2.6

0.9

2.1

1.3

1.2

3.5

0.9

1.4

1.3

7.8

63.6

71.0

75.9

78.9

50.7

54.6

31.1

26.0

21.3

17.0

9.6

5.8

21.0

8.3

1.3

4.1

2.6

15.9

4.7

32.0

1.9

2.4

6.1

17.4

10.8

10.2

2.6

2.8

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美濃太田駅(n=206)

木沢記念病院(n=154)

アピタ美濃加茂店(n=169)

日本昭和村(n=141)

美濃加茂市役所(n=114)

総合福祉会館(n=69)

全施設計(n=853)

東濃鉄道バス八百津線 あい愛バス あい愛予約バス タクシー

バイク 自動車（自分で運転） 自動車（送迎） 自転車

徒歩 その他 無回答
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▼交通手段（帰り） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）バスを利用した理由 

■バス利用理由として車を利用できないためが多い。 

▼バスを利用した理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

1.0

0.2

3.4

0.6

0.7

0.9

7.2

1.8

6.8

3.9

1.8

2.9

2.8

1.3

1.2

3.5

0.9

1.4

1.3

8.3

63.6

71.0

75.9

78.9

50.7

54.7

32.5

24.0

21.3

17.0

9.6

5.8

21.0

7.8

1.3

4.1

2.6

15.9

4.6

30.6

1.9

2.4

5.3

15.9

10.2

9.7

3.2

2.8

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美濃太田駅(n=206)

木沢記念病院(n=154)

アピタ美濃加茂店(n=169)

日本昭和村(n=141)

美濃加茂市役所(n=114)

総合福祉会館(n=69)

全施設計(n=853)

東濃鉄道バス八百津線 あい愛バス あい愛予約バス タクシー
バイク 自動車（自分で運転） 自動車（送迎） 自転車
徒歩 その他 無回答

94.4

0.0

0.0

0.0

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車を利用できないため

費用が安いため

駐車場がない、または混雑するため

大人数で移動するため

その他

全施設計（n=18）
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⑨地域懇談会の開催結果 

（１）開催概要 

表 2-8 開催概要 

開催日 平成 27 年 12 月 3 日、12月 10 日 

開催場所 美濃加茂市立東図書館 

対象地区 
12 月 3 日：加茂野、太田、古井、下米田 

12 月 10 日：三和、伊深、山之上、蜂屋 

参加者数 12 月 3 日：36人、12 月 10 日：29 人 

テーマ 
１．現在の公共交通（バス）の問題点 

２．将来のまちの姿 

開催にあたって、

工夫したところ 

・大学生主体の進行による話しやすい雰囲気づくり 

・飲み物（コーヒー、お茶）やお菓子（地元企業の商品）を用意 

・託児所を設置し、子育て世代の参加を促進 

・シャトルバスを運行し、自動車を利用できない方の参加を促進 

・参加を呼び掛けるチラシの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼大学生による進行 ▼飲み物とお菓子の用意

▼託児所の設置 ▼シャトルバスの運行 
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図 2-13 地域懇談会（「バス」と「まち」を考えるおしゃべり喫茶）のチラシ 

▼第１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼第２回 
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（２）開催の様子 

図 2-14 地域懇談会（「バス」と「まち」を考えるおしゃべり喫茶）の様子 
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（３）参加者の主な意見 

表 2-9 参加者の主な意見 

参加者の主な意見 

現在の公共交通

（バス）の問題点 

【運行日に関する意見】 

・週 2回しか運行しないため、通院目的に利用できない 

・毎日運行していないので予定が合わないため、せめて週に３日は運行して欲しい

・バスを利用したい日があっても走っていない曜日がある 

【ルートに関する意見】 

・目的地までの時間を短縮する工夫をしてほしい 

・乗り換えないと駅に行けない 

・近隣の市町村とつながるルートがない 

・病院の近くにバスの停留所をつくってほしい 

・買い物施設に行くルートを通してほしい  

【バス停に関する意見】 

・バス停に屋根がない 

・ベンチがないため座れない 

・若者がバスの存在を知らず、他の住民も自宅付近のバス停の位置を知らない 

将来のまちの姿 

（各グループで

まとめられた将

来のまちの姿） 

【若者に帰ってきてもらえるまち】 

各地区に主要な公共施設（市役所の支所、図書館など）を配置し、駅前の再開発も

行うことにより、よりにぎやかな市を形成し、若年層の取り込みを図る 

【生活のしやすいまち】 

外国人や若者（学生）の積極的な呼び込みと、子どものいる世帯が安心して暮らせ

るような道路空間・施設の整備を行い、近隣住民との交流を増加させる 

【夢のある美濃加茂市】 

若者が地元から離れないような環境にすることに加え、多くの人が交流でき、外か

ら来た人も楽しめる夢のようなまちにしていく 

【人と人とが繋がるまち】 

地域で生活する全ての人が繋がるまちを目指す 

【子どもから高齢者までにぎわいのあるまち】 

子どもから高齢者までにぎわいのあるまちにしていく 

【将来の美濃加茂市～なんでもあるまち～】 

若い人が地元で通学・就職し、その後自給自足して暮らしていくことができ、更に

若者や外国人が集まるようなレジャー施設や高齢者のための介護施設などの揃った

まちにしていく 

【バスの走る町】 

美濃加茂市が活気あるまちになるためにはバスの利用促進が重要である 

【活気のある美濃加茂市】 

若者を取り込み、活気のあるまちにしていこう 

【南部と北部をつなぐ】 

各地域の特徴を生かすことで全体を活性化していく 
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（４）参加者アンケート結果 

図 2-15 参加者アンケート結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

年齢

普段、あい愛バスを利用していますか？

またこのような住民懇談会（話し合い）に参加したいと思いましたか？
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５）公共交通の課題 

美濃加茂市の現況、上位・関連計画、ニーズ調査結果を踏まえ、以下の４つを公共交通の課題としてまとめます。 

①上位計画及びニーズ調査結果と公共交通の課題の関連性 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

地域公共交通の課題 

①公共交通を軸にしたま

ちづくりの推進と美濃

太田駅周辺における交

通拠点機能の強化 

②鉄道、路線バス、コミュ

ニティバス及びタクシ

ー等相互の連携 

③誰もがわかりやすく、安

心して使いやすい公共

交通の充実 

④市民ニーズへの対応と

公共交通維持に対する

住民参加 

各調査結果から見られる特性 ① ② ③ ④ 

市
の
現
状
と
公
共
交
通
の
利
用
状
況 

Ａ．人口は増加傾向にあり、平成３２年度には 56,864 人と推計される。年少人口割合は減少傾向、老年人口割合は増加傾向にあります。（P5） ○   ○ 

Ｂ．商業施設や医療施設は、美濃太田駅周辺に多く集積しています。（P6） ◎    

Ｃ．美濃太田駅において JR 高山本線・太多線、長良川鉄道が交差しており、鉄路が幹線として重要な役割を果たしています。（P8） ○ ◎   

Ｄ．美濃太田駅の年間乗車人員は市内で最も多い。年間乗車人員の推移は、美濃川合駅以外のＪＲの駅は減少傾向、長良川鉄道の駅は横ばいです。（P9） ○ ○   

Ｅ．市内路線バス、あい愛バスの年間乗車人員は、減少傾向です。（P12～13）  ○  ○ 

Ｆ．東濃鉄道バスの利用状況は、「高校生」の利用が４割弱、利用目的は「通学」が 3割、「市外」の利用者が約 5 割を占めます。（P27～28）  ○  ○ 

Ｇ．あい愛バスの乗継利用の状況は、市街地循環線、下米田・牧野線、上蜂屋・川浦線において、あい愛バス相互の乗継利用が多いです。（P29～31）  ◎  ○ 

Ｈ．あい愛予約バスの利用状況は、75歳以上の利用が７割弱を占め、利用目的は、「習い事・趣味」が 6割弱を占めます。（P31）    ○ 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

Ａ．バスに関する認知度は、「あい愛バス・あい愛予約バスが走っていること」は約 9割を占めますが、「ダイヤ」や「経路」は 1割に満たないです。（P17）   ◎  

Ｂ．運転をやめようと思う年齢について、65 歳以上の回答者の 5割強は「80歳以降」と回答し、1 割弱は「運転はやめない」としています。自動車の運転を止めた後

の移動手段として、三和地区では「バス」が約 8 割を占めます。（P18） 
  ○ ◎ 

Ｃ．普段送迎しているとする人は回答者の約 4割存在し、30～49 歳の約 3割は送迎が「負担となっている」としています。（P19）    ○ 

Ｄ．送迎されている人のうち、三和地区では「気が引ける」が約 6割を占め、30～49 歳では、「気が引ける」が約 5 割を占めます。送迎されている人のうち、5割弱

は公共交通を利用できる場合、「できる限り公共交通を利用する」としています。（P20～21） 
   ◎ 

Ｅ．あい愛バスは、回答者の約 4％が利用しており、非利用者の今後の利用意向は、山之上地区では約 3割、65歳以上では約 3割を占めます。（P22～23）   ○ ○ 

Ｆ．あい愛予約バスは、回答者の約 1％が利用しており、非利用者の今後の利用意向は、65歳以上では、約 2割を占めます。（P23～24）   ○ ○ 

Ｇ．公共交通全体の不満度は満足度を上回り、加茂野地区、伊深地区、三和地区では、不満度が 4割以上を占めます。（P24）  ○  ○ 

Ｈ．地域懇談会への参加意向は、「参加してもよい」とする人は回答者の約 3％です。（P25）    ◎ 

Ｉ．将来のまちの姿として、「車がなくても移動できるまち」、「健康に暮らせるまち」の優先度が高くなっています。（P25） ◎ ○ ○ ○ 

Ｊ．公共交通の方向性として、「車が利用できなくなった時に利用できること」の優先度が高くなっています。（P26） ◎ ○ ○ ○ 

Ｋ．運行費用について、「増加すべき＋増加はやむを得ない」約 40％が、「減少に努める＋減らすべき」約 17％を大幅に上回ります。（P26）    ○ 

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト 

Ａ．バス利用者における東濃鉄道バス及びあい愛バス・あい愛予約バスの総合満足度割合は不満度割合を上回ります。（P32）  ○  ○ 

Ｂ．東濃鉄道バスについて、「運行本数」、「運行している時間帯」、「バス停の待合環境」に対する不満度割合が高くなっています。（P32）  ○   

Ｃ．東濃鉄道バスについて、「運行している時間帯」の重要度割合は高くなっています。（P33）  ○   

Ｄ．あい愛バス・あい愛予約バスについて、「運転手の対応」、「運賃」、「バス停位置」に対する満足度割合は 7 割を超えているが、「運行本数」、「バス停の待

合環境」、「運行している時間帯」に対する不満度割合が高くなっています。（P32） 
  ○ ◎ 

Ｅ．あい愛バス・あい愛予約バスについて、「バス停位置」と「バス停の時刻表や経路案内の見やすさ」は重要度割合が高くなっています。（P33）   ○ ○ 

Ｆ．バスの利用者がバスで行きたい施設は、「総合福祉会館」、「アピタ美濃加茂店」、「木沢記念病院」が多くなっています。（P34）    ○ 

移
動
制
約
者
ア
ン
ケ
ー
ト

Ａ．回答者の多くは、「階段」や「公共交通の利用」などに対し自分だけでは大変だと感じています。（P37）   ○  

Ｂ．普段の外出では「自動車（送迎を含む）」や「タクシー」及び「施設等の送迎サービス」を利用している回答者が多くなっています。（P37）  ○   

Ｃ．バス利用者は回答者の 1 割にとどまっている一方、「利用できるが、利用していない」という方が回答者の約 4 割存在します。（P38）   ◎ ○ 

Ｄ．回答者の多くは、バス利用で「運行本数」や「バス停までの距離」に困っており、改善した場合の利用意向は約 3割を占めます。（P38～39）   ○ ○ 

Ｅ．回答者の希望する公共交通サービスは「予約すれば家の近くまで迎えに来てくれる」ことや「乗降介助をしてくれること」などが多くなっています。（P39）  ○ ○ ○ 

主
要
集
客
施
設
ヒ
ア
リ
ン
グ

高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト 

Ａ．大多数の高校生にとって、東濃鉄道バス及びあい愛バスは認知度が著しく低い交通手段となっています。（P40）   ○  

Ｂ．高校生の通学手段は「自転車」または「自動車（送迎）」が大多数を占めますが、約 1割のバス利用意向は伺えます。（P41）    ○ 

Ｃ．通学時には劣るものの、高校生の休日の外出においても約 1割のバスの利用意向は確認できます。（P42）    ○ 

Ｄ．施設利用者のうち日本昭和村では約 89％、木沢記念病院では約 75％が市外居住者であります。（P43） ○ ○   

Ｅ．多くの集客施設において施設利用者の交通手段は「自動車」です。また、「車を利用できないためバスを利用する」という人が多くなっています。（P43～44）  ○   

地
域
懇
談
会

Ａ．「現状の公共交通（バス）の問題点」として、運行日、ルート、待合環境に関する意見等が挙げられました。（P48）    ○ 

Ｂ．「将来のまちの姿」として、美濃太田駅周辺の再開発や各地を結ぶ公共交通ネットワークの形成による活性化、自然資源を活かした北部地区の活性化、若者に魅

力のあるまちや安心して子育てができるまちの形成による若い世代の呼び込みと定住促進、子どもから高齢者までの多世代交流によるにぎわい創出などの意見が

挙げられました。（P48） 

◎  ○  
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②公共交通の課題の内容 

 ① 公共交通を軸にしたまちづくりの推進と美濃太田駅周辺における交通拠点機能の強化 

美濃加茂市の人口は、当面の間は増加が継続する中、少子高齢化が進行します。そこで、美濃加茂市

は、これら社会経済情勢を踏まえ、美濃太田駅周辺地区を都市拠点として位置づけ、各種都市機能の集

積を図ることで集約連携型の都市構造を目指しています。 

平成25年度に実施したみのかも定住自立圏（美濃加茂市、坂祝町、富加町、川辺町、七宗町、八百津

町、白川町、東白川村）のアンケート調査において、バスや鉄道を利用して行きたい施設の上位10施設

中8施設が美濃加茂市内の施設となっていることから、美濃加茂市は定住自立圏における中心都市とし

ての役割が求められており、定住自立圏域内の移動を可能とする公共交通ネットワークの形成が必要と

されています。 

また、市民アンケート結果では、公共交通がもたらす美濃加茂市の将来のまちの姿として、多くの地

域及び世代で「車がなくても移動できるまち」「健康に暮らせるまち」の順に優先度が高く、今後の公

共交通の方向性として、「車が利用できなくなった時に利用できること」の優先度が高くなっています。 

地域懇談会では、将来のまちの姿として、美濃太田駅周辺の再開発や各地区の拠点化による市全体の

活性化や美濃太田駅周辺と各地域を結ぶ公共交通のネットワークの形成を求める意見が挙がりました。 

これらのことから、美濃加茂市を中心とした定住自立圏における移動環境を確保するにあたっては、

公共交通を軸とした交通体系を前提としつつ、美濃太田駅周辺地区における交通拠点機能の強化を図る

ことが課題です。 

図 2-16 バスや鉄道を利用して行きたい施設（定住自立圏住民アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17 優先したいと思う「美濃加茂市の将来のまちの姿」（市民アンケート）（再掲） 

 

 

 

 

 

 

  

1,855

1,749

1,163

1,131

919

867

665

221

201

138

0 500 1,000 1,500 2,000

車がなくても移動できるまち

健康に暮らせるまち

交通事故の無い安全なまち

環境にやさしいまち

地域経済が活性化されるまち

人と人とのつながりがあるまち

地域ににぎわいがあるまち

観光が盛んなまち

世代間の交流があるまち

近隣市町村との交流があるまち

（ポイント）市計(n=1607)

順位 施設名 回答数

1位 木沢記念病院 629

2位 アピタ美濃加茂店 392

3位 美濃太田駅 317

4位 日本昭和村 161

5位 太田病院 95

6位 ピアゴ川辺店 83

7位 バロー美濃加茂ショッピングセンター 76

8位 みのかも文化の森 61

9位 スーパーセンターオークワ坂祝店 49

10位 みのかも健康の森 46

みのかも自立圏合計(n=4,240)
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 ② 鉄道、路線バス、コミュニティバス及びタクシー等相互の連携 

乗降調査結果より、バス利用者の約14％は鉄道及び路線バスとの乗継が行われており、課題①からは、

定住自立圏域内の各町村から美濃加茂市を目的地とした移動ニーズ、市民アンケート結果からは、約

35％は市外を目的地とする移動ニーズがあることがわかります。 

また、市民アンケート結果より、あい愛バスを利用していない理由として「運行本数」が約17％、「運

行日」が約8％、あい愛バス利用者が往復利用しない理由として「利用したい時間と合わないから」が

約56％となっています。 

これらのことから、利用したいときに移動できる公共交通の利用環境を創出するため、鉄道、路線バ

ス、コミュニティバス及びタクシー等の公共交通相互の連携を図るとともに、乗り継ぎが可能となる時

刻設定や乗り継ぐ際のストレスを緩和する施策の一体的な取り組みが課題です。 

 

図 2-18 乗り継ぎ路線（乗降調査）（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2-19 あい愛バスを利用していない理由（市民アンケート）    図 2-20 あい愛バスを往復利用しない理由（利用者アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.7 

11.4 

9.0 

7.6 

7.1 

4.9 

2.5 

2.3 

0.5 

0.2 

43.5 

31.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数

運行経路

運行時間帯

運行日

乗継利便性

バス停位置

バス停環境

運賃

定時性

バス車両

その他

無回答

市計(n=1231)

※複数回答

56.3

31.3

18.8

12.5

0.0

0.0

0.0

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用したい時間と合わないから

本数が少ないから

車で送迎してもらえるから

他の交通手段の方が便利だから

行きたい場所に行けないから

遠回りになるから

乗り継ぎが不便だから

その他

あい愛バス(n=16)

※複数回答

49.3

81.8

66.7

88.4

72.3

35.7

42.1

25.7

69.0

63.9

62.0

2.7

2.3

4.3

60.0

10.3

7.4

8.7

2.3

2.1

5.7

3.4

0.9

1.4

1.3

4.5

2.1

8.3

3.1

0.9

0.2

1.9

0.5

2.8

0.7

32.0

9.1

16.7

6.4

64.3

57.9

10.3

13.1

1.3

0.9

0.5

13.3

4.5

16.7

7.0

12.8

8.6

6.9

13.0

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地循環線

(n=75)

山之上線(n=44)

蜂屋線(n=12)

加茂野線(n=43)

伊深・廿屋線

(n=47)

上蜂屋・川浦線

(n=14)

下米田・牧野線

(n=19)

文化の森公園線

(n=35)

日本昭和村・富加

駅線(n=29)

八百津線(n=108)

全路線計(n=426)

乗り継がない JR高山本線 JR太多線 長良川鉄道

名鉄広見線 東鉄バス八百津線 東鉄バス（八百津線以外） YAOバス

あい愛バス あい愛予約バス スクールバス その他バス

その他交通手段 無回答
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 ③ 誰もがわかりやすく、安心して使いやすい公共交通の充実 

市民アンケート結果では、バス路線が運行していることについての認知度は高いものの、時刻や運行

経路など、実際にバスを利用するために必要な情報に対する認知度は低くなっています。 

移動制約者アンケート結果では、移動制約者の約43％は「バスが利用できるが利用していない」とし

ています。また、１人でバスを利用して自宅から目的地まで移動する場合、困っている又は困ることは

「運行本数が少ない」約23％、「最寄りのバス停まで遠い」約23％となっており（P38下図）、これらバ

ス利用環境が改善された場合の利用意向は約33％となっています（P39上図）。 

したがって、市民のバスに関する認知度の向上を図ることやバスを利用しやすくなるよう環境を整備

することなど、誰もがわかりやすく、安心して使いやすい公共交通の充実が課題です。 

 

図 2-21 バスに関して知っていること（市民アンケート）（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-22 路線バスの１人利用について（移動制約者アンケート）（再掲） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

4.3 

10.0 

12.5 

11.8 

9.8 

36.8 

37.5 

47.4 

43.4 

46.5 

90.0 

37.5 

19.8 

28.8 

12.4 

12.5 

21.0 

18.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳所持(n=185)

療育手帳所持(n=20)

精神障害者保健福祉手帳所持(n=8)

障害者手帳未所持(n=439)

合計(n=640)

利用できるし、利用している 利用できるが、利用していない

利用できない 無回答

88.3 

56.4 

32.0 

24.1 

12.6 

9.5 

9.1 

7.9 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あい愛バス・あい愛予約バスが走っていること

自宅近くのバス停の位置

市内に東濃鉄道の路線バスが走っていること

自宅近くのバス停の名前

自宅近くを走るバスで行ける施設

自宅近くを走るバスの運賃

自宅近くを走るバスの経路

自宅近くを走るバスのダイヤ

無回答

市計(n=1607)

※複数回答
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 ④ 市民ニーズへの対応と公共交通維持に対する住民参加 

バス利用者アンケート結果におけるあい愛バスの満足度割合は、不満度割合を上回っていますが、「運

行本数」、「バス停の待合環境」、「運行している時間帯」に対する不満度割合が相対的に高くなっていま

す。 

市民アンケート結果では、普段送迎しているとする人は回答者の約42％存在し、30～49歳の約32％は

送迎が「負担となっている」としています。また、送迎されている人の約48％は、公共交通を利用でき

る場合、「できる限り公共交通を利用する」としています。また、将来のまちの姿の実現のために優先

したいと思う今後の公共交通の方向性では、「車が利用できなくなったときに利用できること」が最も

多くなっています（P26上図）。 

一方、地域懇談会への参加意向では、「参加してもよい」とする人は回答者の約3％であり、市民の協

力意向は高くありません。 

以上のことから、現在の利用者の満足度の向上や非利用者の新規需要確保のための市民ニーズへの対

応と公共交通維持に対する住民参加のあり方の検討が課題です。 

図2-23 送迎されている人が公共交通を利用できる場合の対応（市民アンケート）（再掲） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-24 地域懇談会参加意向（市民アンケート）（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.1 

54.2 

37.7 

40.9 

46.2 

40.8 

40.7 

57.4 

48.4 

46.9 

2.0 

5.1 

4.9 

10.8 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳(n=98)

30～49歳(n=59)

50～64歳(n=61)

65歳～(n=186)

市計(n=405)

できる限り公共交通を利用する

公共交通を利用せずに送迎を続けてもらう

無回答

3.0

3.0

4.9

2.9

1.9

5.1

6.8

2.0

3.4

85.7

81.4

80.3

85.4

82.3

74.6

67.4

83.3

80.5

11.3

15.6

14.8

11.7

15.8

20.3

25.8

14.8

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太田(n=203)

古井(n=269)

山之上(n=183)

蜂屋(n=205)

加茂野(n=215)

伊深(n=177)

三和(n=132)

下米田(n=203)

市計(n=1,607)

参加してもよい 参加したくない 無回答


